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レ
ス
の
お
店
十
一
保
障
「
る
松
山
悦
は

D
H
A
一
八
条
d
に
め
る
L
f

王
張
し
れ
の
が
、

、

ザ
ク
ゼ

／

内

明

イ

γ
i
ル

ア

l
J

ナ
ッ
ハ
の
ん
ヱ
拡
大
伎
F

に
あ
る
v

一

八

六
J
T
J
4

月
に
制
定
さ
れ
た
阿
国
の

で
は
プ
レ
ス
の
白
川
［
匝

が
州
出
円
押
さ
れ
て
お

全
権
十
八
伎
は
一
仁
年
の
応
照
一
広
ム
以
内
、

い
阿
川
門
の
意
山
い
が
プ
レ
ス
の
白
止
に
針
J

j

ゐ
権
利
を
不
認
も
た
の
は

D
H

A
一
八
条
に
基
づ
山
て
ご
あ
る
と
川
町
一
u
し
て
い
る
し

づ、

七
年
に
制
忘
さ
れ
た
え
ノ
よ
バ
ア
ン
ベ
ル
ク
の
プ
レ
ス
バ
ハ
二
去
は
、
検
閲
な
〆
に
す
べ
て
の
も
の
や
市
川
さ
え
す
べ
と
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戸川一」

の
印
九
ず
物
を
流
布
す
ゐ
こ
と
一
ん
γ
許
叶
ー
す
る
ρ

九
可
九
月
一
古
川
い
”
公
布
さ
れ
た
M
川
市
憲
法
第
一
一

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ト
の
決
議
出
没
！
の

c、

斗＂＇

オし 革
＇~ 
ltミノ＼
2寸ト
I 宋

6つ：:t
＂、且
相iコ
ャワ ィ

＂：~ ~ 
でえら 二一
山 ρ 当主

的 I!

主主
不正の

~ 11 
ill 
' zム
rヤ
ノし
ノ＼
十

ん
礼、

め
lコ
れ
る

ka用
を
防
ぐ
た
め
の
河
川
行
法
あ
み
い
は
－
J
来
公
布
N
ご

J

、
i

F

、

？し哨
υ
N
B

し

と
制
約
の
可
能
川
日
同
市
川
し
つ
つ
も
、
プ
レ
ス
の
白
血
は
原
刊
川
と
し
て
完
九
に
示
宅
泊
さ
れ
て
い

る
5
ら
に
一
八
代
ー
は
ノ
二
六
円
の
ハ
イ
土
ル
、
，
中
山
い
伝
弟
五
都

一
条
は
、

1
0フ
〆
ス
と
丹
治
誌
の
臼
庄
は
、

」
札
に
悶
二
、
山
い
さ
札
ゐ

特
別
公
勅
令
が
ど
め
る
諸
規
定
に
よ
っ
ご
保
何
、
ぐ
れ
ゐ

、
同
ヨ
ゾ
ン
ヌ
1
f

吉比一
T
市
小
山
内
山
一
に
関
づ
る
勅
令
が
山
さ
れ

I
L
G
入

l
A
V
I
t
－
－

市
千
ぷ
タ
ノ
（
f
h

政
ノ
れ
川
一
三
井
物
と
定
期
刊
行
物
に
は
ち
前
検
聞
が
さ
扮
づ
け

な
ブ
ン
ス
の

fH
日
が
保
障
さ
れ
る
こ
明
記
さ
れ
、

ーコ

1vjι
｝
二

論

L
V
2
J
I

ペ
一

;!}' 

、

パ
ィ
コ
ル
、
：
他
の
同
川
田
川
の
関
係
を
危
険
仁
附
す
政
y

山
的
山
口
存
デ
門
ら
検
閲
の
対
象
三
じ
れ
た
み
人
め
に
、
実
胤
町

円
山
伸
一
喝
は
絞
や
か
な
も
の
で
し
め
っ
た
υ

一
一
の
結
果
と
し
て
反
体
刈
的
な
プ
レ
ス
の
発
ノ
打
が
川
イ
T

一
ル
〆
寸
相
次
支
一
、
一
一
年
に
は
検
視

強
化
を
組
、
つ
プ
レ
ス
タ
ふ
や
が
出
さ
れ
少
。
乙
こ
ろ
が
、
市
民
た
ち
が
こ
の
条
令
を
、
士
山
沖
一
三
J
W
附
降
す
る
プ
レ
ス
の
立
内
会
侵
中
け
す
る
し
い

い
う
坪
山
か
ら
明
治
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、

パ
J

4

ル
J
J

で
は
プ
レ
ス
幻
自
山
間
が
窓
法
停
川
市
に
伝
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
少

な
く
と
も
で
い
肩
に
は
す
で

一

通

一

主

、

4
f

u
－－
T

こ
と
カ
つ
カ
カ

最
後
に
、
ブ
し
ス
の
い
日
肝
の
い
U
川
町
い
北
川
叫
を
五
じ
る
際
に
執
行
退
F
き
な
い
の
が
、

八
五
勺
八
日
け
の
円
川
国
主
司
法
は

ペ
ー
ヂ
J
C
あ
る
f

手ノぐ

或 1

し人
人 σコ
がご：
つえ
て権
取宇

品5
L Lづ：

長虫
干れ
つれ

を
む
め
る
市
川

一
部
一
じ
条
に
お
い
て

一
プ
レ
ス
の
巴
片
足
今
後
日
時
議
会
か
け
止
め

一
九
A

H
、
イ
ソ
岡
山
ほ
カ
宇
部
検
閲
の
ァ
斗
人
長
決
議
？
J

た
に
も
か
か
わ
ら
ず

パ
ー
ヂ
ン
同

々
’
干
に
ほ
検
問
の
廃
と
を
、
よ
？
で
む
昨
た
〈
一

h

の
渋
仲
山
川
市
卜
制
定
は
、
ケ
I
U
ノ
J

・
↑
ブ
／
ト
一
一
会
に
お
け
る
肉
片
i

義
主
〔
た
れ
の
努
力
に
依
る
r

そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
ヅ
ニ
バ
カ
ー
は
、
同
盟
が
ゾ
う
こ
ん
の
同
日
に
閑
「
る
p

お
効
な
規
一
子
v
一
公
布
1
る干
1
f

oJ
～
 

を
な
っ
て
い
る
以
l
、
パ
ヲ
J

プ
ン
は
ブ
〆
え
の

nj占
ゃ
れ
獄

H
一
℃
導
入
す
る
正
副
竹
ム
ア
お
い
し
て
い
る
と
y

エ
張
す
る
c

う
よ
バ
カ
を
は
じ
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め
と
す
る

υ
法
者
意
誌
は
、
日
開
プ
レ
ス
法
は
プ
レ
ス
の
向
山
を
保
問
ベ
？
る
も
の
と
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
ブ
レ
ス
の
討
山
間
を
法
的
に
民

徹
す
る
法
律
の
制
ど
を
一
ソ
〆
k
i

レ
ベ
ル
で
ね
な
、
つ
と
い
ろ
む
の
で
あ
シ
た
c

絞
ら
白
山
主
義
首
た
ち
の
町
内
解
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
聞
は
却
川
牧
を
速
し
亡
自
分
の
出
窓
を
惚
袋
一
一
9
L椎
昨
い
を
も
弘
、
こ
の
ブ

レ
ァ
ヘ
の
A
l
h
山小一は

一
ん
亡
は
、
巴
想
？
に
一
白
に
伝
達
す
る
二
レ
一
に
に
っ
て
人
間
の
知
共
を

WJ山川
1
1
相
同

ω何
時
砲
を
ド
日
山
い
論
〕
た
り
、

代
表
を
通
ぶ
～
れ
凶
の
問
題
を
打
ハ
同
決
｛
t
J
q

る
こ
と
に
奈
川
？
〆
た
h

り
す
る
こ
と
を
叫
能
L

す
る
｝
他
方
で
は
、

f

こ
メ
の
円
此
は
、
こ

の
白
山
が
存
す
る
ご
と
ご
凶
長
の
戸
ど
い
よ
J

支
突
を
耳
に
寸
ノ
4
1

い
う
成
条
ふ
続
J

れ
戸
い
い
も
も
た
ら
j
v
し
か
し
彼
ら
ド
お
り
よ
υ
こ

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

め
プ
／
ス
の

rH日
は
川
川
制
約
な
権
利
と
は
退
前
川
さ
れ
ず
、
納
入
の
権
利
領
山
刷
会
付
与
一
す
る
子
、
な
場
介
に
は
凶
中
一
家
は
そ
れ
を
予
防
す
る

た
め
の
制
約
争
認
す
こ
さ
れ
る
一
あ
る
事
業
に
お
い
て
プ
レ
ス
の
目
白
の
保
障

5
ご
の
制
約
の

ν
「
わ
が
妥
当
す
る
の
か
を
判
断
す
る

際
に
は
、
ム
一
れ
ら
一
つ
の
い
す
札
が
回
日
夕
仁
ぷ
り
パ
3
1
d
相
告
を
I
4
4
え
る
力
か
と
い
ろ
－
一
？
と
を
邸
酌
ず
る
ご
y

が
ポ
ム
車
内
で
あ
る

た
f
～L
西
南
ド
ノ
パ
ー
ツ
F

斗
内
主
義
者
た
九
円
プ
レ
ス
り
汁
一
山
川
諭
の
砕
い
綴
は
、
プ

L
ス
の
泣
用
し
γ
一
役
認
と
い
へ
警
察
ン
ス
フ
ム

F
は
な
く
寸

法
シ
ス
テ
ム
の

f
ご
齢
、
山
L
、
尚
一
＋
北
京
河
川
で
フ
レ
ス
犯
罪
手
審
判
す
る
｝
と
を
求
め
る
白
’
に
あ
可
心
。

以
？
の
よ
、
つ
い
、
川
開
設
会
全
治
代
ぷ
の
じ
ノ
併
や
州
T

附
諸
ラ
ン
ト
の
憲
法
治
ら
、

ワ
レ
ス
の
円
山
は
原
則
刈
と
し
て
法
的
先
日
円
を
会
け

る
が
は
作

μ
よ
っ
て
そ
の
浪
料
が
定
的
ら
わ
る
、

コ
よ
り
、
図
式
の
ブ
レ
え
の
右
市
川
が
原
辺
と
し

さ
れ
、
そ
の
戸
山
を
制
F
U
F

る
国
家
れ
為
ふ
凶
作
い
河
川
で
明
心
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
つ
こ
と
が
確
訟
で
き
る
v

し
れ
い
ず
コ
て
、

D
R
九
一
八
九
JAd
－－h
、
あ
く
ま
で
も

。
？
ノ
レ
ス
の
？
一
陀
に
悶
？
て
の
伝
道
を
促
す
も
の
で
、
検
問
な
ど
プ
レ
ス
抑
制
の
、
バ
制
化
を
一
或
的
に
定
め
ゐ
も
の
で
は
な
い
？
と
解
釈
さ

一
し
て
ド
ん
こ
と
は
こ
こ
か
ら
明
白
戸
、
あ
ろ
っ
υ

｝
の
市
川
に
お
い
て
、
プ
ン
ス

rpU昨
1

ト
伝
的
以
内
何
を
J
P
J

え
ゐ
こ
と
ョ

h
I
D
E
A
 

一
ヘ
条
d
の
役
制
は
王
当
に
計
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
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日立

メ
ノ
一
フ
ル
ニ
り
に
と
プ
レ
ス
の
向
巾

メ
ァ
ア
ル
ニ
ピ
と
ブ
L
ス
の
慌
川
哨

c、

斗＂＇

前
述
的
解
釈
ー
に
は
与
く
間
入
金
る

U
R
A
一
八
条
d
解
択
を
行
な
フ
刻
々
川
パ
ゾ
が
有
立
い
す
る
〔
そ
れ
以
、
て
ら
干
も
ア
レ
ス
市
川
口
山
1
y

い
う

よ
一
日
乞
川
川
川
堤
約
に
人
れ
る
一
工
一
い
反
対
に
、

4
1
ヌ
k

h
ノア
F
L
あ
る

度
は
同
開
設
約
め
判
定
過
れ
刊
で
プ
レ
ス
の
日
山
？
こ
い
つ
丈

店
、
甘
τ比
二
一
オ
i
ス
ト
iJ

ア
ゼ
炉
、
て
の
人
条
d
の
解
釈
に
際
d

て
持
び
、

r

L
ス
の
ー
一
止
を
l
U
ヘ
千
円
不
Y
U
L
A
2
7心
姿
勢
を
貫
こ
う

／
一
流
み
」
？
ス
ト
）
寸
の
7
ノ
レ
ス
対
策
舎
は
六
等
し
と
の
が
、
宅
相
メ
ノ
ネ
バ
一
ヒ
宍
〆
古
川
｛

4

7

～P
Z
コ
三
て
f

よ
め
ゐ
乙
彼
は
、
ヲ
一
ィ
7

ン

ハ以議

ι降
ド
イ
ノ
同
限
政
比
一
以
h
に
町
内
ノ
＼
悶
↑
7

1

同
情
に
お
け
る
プ

ν
ス
法
制
の

士
る
カ
ヲ
ル
ヴ
パ
川
？
ト
の

一計

た
人
物
合
あ
る
〉
そ
し
と
メ
一
プ
ル
ニ
己
的
政
策
を
哩
論
而
で
支
〉
「
人
の
が
ゲ
／
ソ
円
（
片
E
N
で
あ
る
ハ
ゲ
／
ソ
が
ヴ
レ
ス
の
け
直

を
伴
内
門
す
昨
守
、
し
い
を
糾
↓
押
し
ご
い
ヴ
？
？
y
k

か
ら

。
ノ
レ
一
人
に
対
す
ゐ
メ

y

フ
ル
一
一
ピ
f
p
ケ
ン
ツ
の
守
勢
は
γ

八
十
乏
な
い
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。
し
た
が
っ
亡
、
彼
ら
の
抱
ベ
プ
レ
ス
法
情
相
E

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
は
不
円
欠
を
あ
る
け

D
B
A

八
条
d
の
成
立
に
際
L
一
皮
は
議
広
1
た
オ

l
ス
ト
リ
J

ど
か
、
ブ
ル
シ
」
ン
、
ン
て
プ
入
や
体
操
臨
ん
誌
の
泊
先
な
浜
動
、

れ一

コ
ザ
ソ
エ
ブ
l
暗
殺
守
作
な
ド
一
同
盟
山
れ
と
起
－
T
ゐ
反
F

枠
制
約
な
v

旭川和
J
L
、
平
洋
に
直
同
じ
、
そ
り
出
品
度
を

サ

v

v

u

、
ヲ
ノ
レ
ク
又
、
3
E
打幻伴、

戸

F

～

た

6
H
T
l

一
句
化
、
一
ご
せ
る
メ
ッ
一
Y
ル
一
ヒ

一
八
r
z
l

プ
レ
ス

ωμ
口
片
は
、
教
育
制
皮
と
体
税
協
会
〉
一
I
Y

も
に
訟
急

ir1 

組
,, 
:t 

問

題
あ

k＇＼＇：月

j!i, ら
し事
王
？長に
す治
る刊行

特
に
ブ
レ
ス
の
目
白
は
、

い
円
山
川
の
災
前
一
を
脅
か
1
9
最
十
へ
の
害

島
で
H

取
も
品
介
な
同
出
で
点
る
と
四
が
さ
れ
、

メ
ソ
寸
ル
一
ヒ
a
か
u

フ
一
〆
ヴ
ハ
に
つ
い

の
ア
々
て
～
J

ト
は
4

わ
い
＼
ブ

ν
ス
C
r什
住

ぺi

は
と
く
そ
の

れ
た
v

メ
ヅ
ア
ル
一
ヒ
は
、
ブ

ν
ス
の
依
田
ど
そ
れ
が
主
み
巾
刊
す
保
パ
笠
ふ
1

与
つ
偵
闘
す
る
こ
v

で
、
同
盟

や
諸
プ
ン
ト
政
府
の
怯
慌
の

F
で
プ
レ
ス
キ
で
き
る
か
ぎ
り
抑
注
す
？
？
と
の
正
当
刊
を
ア
ピ
ル

ν

？
っ
と
努
め
た
一
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加
え
て
メ
ァ
一
フ
ル
ニ
ー
は
、
プ
レ
ス
の
叫
ん
恒
川
を
各
ブ
ン
ヒ
ド
州
仙
の
内
密
と
は
什
一
ず
、
日
間
全
体
の

せ
る
こ
と
で
、
同

問
主
、
ヰ
て
プ
レ
ス
法
制
を
設
備
し
ょ
、
っ
k
p
y
る
ぐ
こ
の
よ
っ
に
け
盟
レ
ベ
ル

P
ブ
レ
ス
同
盟
を
ぬ
っ
こ
レ
で
、

す
で
に
ブ

L
ス
の
山
由

を
川
川
町
押
し
一
L
い
る
畑
一
々
の
ラ
／
k

に
も
、

メ
ッ
ア
ル
一
ヒ
の
止
沼
崎
心
す
る
7

レ
ス

W
Hし
川
な
プ
L
ス
法
を
↓
叫
J

人
さ
せ
る
引
い
が
あ
る
と
い

え

E
－
っ
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
ー
口
一
図
的
パ

l
k
ナ
！
と
！
二
＼
オ
l
ス
ー
リ
／
と
同
様
に
立
中
口
化
せ
「
寸

L
ス
の
自
由
ふ
似
品
／
亡
い
九
ふ

山
川
一

い
プ
ロ
イ
セ
ン
を
選
出
仏
、
〕
、
彼
の
J

ノ
レ
サ
ヘ
檎
判
訟
を
尖
五
1

る
泊
を
校
I
T↑
2
ゐ
こ
と
に
な
る
υ

つ

メ
ソ
一
ノ
ル
ニ
ビ
に
上
る

D
B
1

八
条
d
の
解
釈

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

古
川
内
の
す
ノ
に
メ
F

プ
バ
一
ヒ
は
、
プ
ヲ
伊
ス
の
J
F
h
引
を
十
？
巨
的
乙
「
る
プ
レ
ス
法
緊
備
会
お
｛
川
「
る
と
い
ほ
は

P
E
A
－
八
矢
d
に
悶

ーl
〕「、、

あ
ら
ゆ
る
梓
利
や
お
務
と
い
っ
た
同
関
川
の
士
栓
こ
関
わ
る
7
’
γ
に
つ
い
て

ね
町
的
〈
咋
八
市
や
り
竹
ゐ
ア
一
は
択
一
円
詑
で
あ
り
同
町

代
遅
れ
で
あ

、多…一ぺ
J
L

託
行
釈
を
円
誌
に
す
る
γ

内
問
附
な
条
zvA
で
あ
る
、

な
と
こ
山
市
抗
し
て
い

こ
は
い
え

え

y
r
ル
二
乙
叫
ん
付
ヴ

3
A
h

、、！ノザ
ji

－－’
1
｝
ギ
l

晶、

t

〈

十

j

l

プ
レ
ス
に
つ
い
て
定
め
る
川
条
文
を
ふ
日
制
す
み
F

一
と
は
で
き
な
い

J
L

レ
ス
に
均
し
と
何
ら
か
の

た
が
〉
JL
彼
は
、
プ
レ
ス
弾
M
P一五
1
」
化
ず
る
解
釈
を
八
条
I
C
か
ら
導
き
出
す
よ
う
恥
力
的
さ
る
を
、
ス
な
い
。
以
下
じ
は
、

4

ツ
ア
ル

八
条
d
を
解
釈
L
同
盟
プ
レ
ス
法
の
胤
刈
を
待
築
L
た
の
か
を
昨
日
ら
か
に
了
rGυ

彩

一
と
が
ど
の
よ
う
に

ヘ
プ
レ
ス
法
制
定
い

ソ

L
ス
め
と
自
に
閉
す
み
一
律
的
命
令

日
開
議
会
μ
h
o
u
r

の
よ
う
に
閉
山
わ
h
J
せ
る
の
か
と
い

y
点
、
以
需
今
に

と
は
い
誌
な
る
的
作

を
も
っ
八
叩
令
レ
ヱ
一
切
る
の
か
と
い
ト
つ
て
は
い
に
間
よ
る
メ
ゴ
ア
ル
－
ヒ
の
解
釈
を
与
察
し
、
仙
の
プ
レ
ス
法
病
告
を
支
え
る
廿
柄
本
埋
〈
ふ
令
明

ら
か
に
す
る

第
一
に
、
ブ
〆
ス
命
な
の
制
定
に
い
向
山
抗
議
会
が
取
り
組
む
と
じ
っ
八
条
d
の
規
定
を
め
ぐ
る
解
釈
A
J
り
検
一
引
を
始
吟
7

ベ
シ
こ
が

か
こ
い
λ

間
出
品
は
州
民
述
「
る
と
し
て
、

ノ
ア
一
一
ィ
ブ

メ
2

ア
ル
一
一
ヒ
は
、
同
出
品
レ
ベ
ル
で
律
的
な
ブ
レ
ス
法
士
制
定
す

イ

メ
y

ア
ル
一
一
ピ
利
J

、
P
B
A

券、九
1
L
K
川
拠
に
日
限
ン
ベ
ル
で
の
ブ
〆

る
こ
と

f
t
R冶
〆
て
い
た
こ
と
は
川
町
ム
円
で
あ
る

｝
引
こ
こ
は
、
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ス
村
治
法
制
去
の
妥
当
洋
を
説
い
て
い
る
ご

2
か
ら
一
料
出
仇
さ
れ
る
乙
ず
な
わ
ち
、
向
山
明
υ
の
ポ
ア
援
が
プ
レ
ス
に
よ
っ
て
侵
宥
き
れ
一
工
い
る

現
状
に
汁
し

ふ
た
w
刑
判
九
J

と
’
久

、田山下
7
K
L
Yリ
点
以
し
あ
7
関
係
い
↓
リ
つ
日
開
閉
山
は
共
通
の
付
策
古
一
九
d
N
J
q
h
v

必
品
交
が
あ
り

日一条
い
一
恨
柏
町
を
も
コ
、
L
f
r

そ
れ
ゆ
え
に
、

こ
れ
は

c、

斗＂＇

軍
内
一
紋
持
を
同
盟
の

μ的
と
定
め
る
わ
日
A

ト
〆
ノ
ノ
同
盟
心

日
間
体
ハ
の
秩
九
一
ョ
L

－一
K
寧ムゲ一

守
る
1
P

い
う
一
同
じ
義
務
を
人
l

同
県
同
に
寝
わ
ず
る
E
7町
民
話
す
る
権
利
や
ら
」
り
、
も
同
同
比
四
元
義
務
の
版
行
を
怠
る

E
う
な
こ
と
が

山川～

あ
札
ば
、
で
め
凶
に
義
作
山
の
履
汁
存
一
強
制
す
る
体
性
問
刊
を
も
人
吋
L
G
J

る
と
い
ら
｝
解
釈
を
J

ツ
一
て
附
｝
ヒ
は
口
J

角
一
出
土
ヘ
彼
は
条
を
己
的
k

う
に
解
釈
ず
る
～
〕
一
刊
、
側
々
の
一
フ
ン
ト
カ
主
体
的
に
ブ
ン
ス
法
制
を
情
架
す
る
こ
と
を
～
一
制
1

4

、
同
収
十
導
ぎ
の
プ
レ
ス
法
の
制
ど

を
忘
向
す
る
ム

そ
の
？
え
で
、
ピ
～
一
一
V

ニ
導
権
を
も
J

て
同
盟
レ
ベ
ル
で
の
プ
レ
ス
件
、
を
制
心
す
ゐ
の
か
〆
一

tq
こレ
r

が
問
題
〆
｝
主
る
こ

一
八
条
d

は

こ
7

1
ス
の
r
甘
い
引
に
閉
す
る
一
伶
的
命
令
へ
取
川

え
y
f
d
w
二
こ
も
ゲ
ン
ツ
も
そ
れ
に
は
宍
uf止

－
－
と
を
求
め
る
が
、

お
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
同
開
設
会
に
先
い
ち
μ
円
集
L
9
る
小
立
一
州
企
に
お
い
工
、
ゾ
レ
ス
法
の
内
容
チ
本
質
的
に
け
れ
し
し
、
そ
の
段
、
そ
の

決
定
に
討
す
る
制
盟
議
九
百
円
絞
可
を
得
る
ご
と
に
よ
っ
て
八
条
（
の
干
続
三
王
略
式
均
仁
夜
行
す
る
と
い
、
っ
手
臓
を
告
が
一
q
る
。
こ

つれ
J
相
似
玉
、

4
サ
卯
泊
一
一
品
設
、
パ
ニ
ト
h

じ
一

n
i
l
r一
一
向

i
G

υ
法
1
k
ぃ
、
っ
廷
前
は
用
い
る
と
し
て
も
、
上
大
”
γ
ゃ
JI－
制
問
題
と
な
り
ん
で
最
も
一
山
八
な
プ
レ
マ

己ワR
｝手短

メ iま

' 
テ市
ル安

チ
J品

目ソ
首、 1昔
す ι2
る州！fJ

哀
が

主長
友

で
川
町
市
内
さ
れ
る
べ
一
三
C
あ

い
今
ゲ
／
ツ
の
泣
一
戸
か
h
J
確
認
で
一
三
、
こ
の
進

J
J

ッ
テ
ル
一
ヒ
が

M
m抗
議
会
を
宇
制
「
る
背
HF
に
は
、
内
い
し
ら
の
ゾ

L
ス
梓
川
町
山
を
、

ベ
ー
γ
ク
の
よ
う

な。フ

ν
え
の
一
日
由

σ保
誌
を
ふ
心
川
J

1

ぬ
い
相
内
々
の
芹
J
L

ヲ
る
阿
即
日
訟
八
（
A
H
V
M吋

m
rる
乙
と
に
れ
す
る
絞
め
諒
泌
が
あ
り
、

阿
保
談
会
I
h

先
駅
け
て
あ
ム
か
じ
め
添
i
八
凶
の
υ
向
山
円
、
ふ
彼
山
。
ワ
ご
ヘ
民
砧
怒
に
取
り
つ
げ
る
川
止
を
と
択
オ
フ
ゐ
U

こ
う
之
、
、

彼
は
そ
れ
ゆ
だ
に
、

川川川
m
議
会

が
ブ

ν
ス
の
一
円
出
に
悶
オ
る
ら
市
ム
け
を
講
じ
る
こ
p

め
た
わ

ι
L
A
ヘ欠で
d

が、

オ
i
ス
リ
ア
政
府
に
よ
っ
て
実
質
的
に

九
」
れ
r
y

、J
l

ノ
＼
こ

y
と
k
h
u
J
f
戸
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的
和
一
に

。
ノ
レ
ス
の
打
出
に
民
「
る

と
い
う
し
正
一
古
今
一
メ
ァ
チ
ル
↑
）
ピ
が
い
か
に
飢
川
原
い
し
た
の
っ
と
い

律
的
命
令

一へ長
d
m

う
こ
と
が
町
内
ら
か
に
｝
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〈
同
盟
議
ん
古
て
は
ベ
ル
ク
ら
ん
工
作
作
大
r
況
が

そ
し
て
す
一
宇
化
し
た
ほ
盟
出
の
志
法
が

そ
れ
一
八
条
d
の
丈
一
一
「
を
、
／
レ
ス
の
ー
一
由
を
州
況
に
保
障
す
る
7
1
y

と
附
釈
し
て
い
る

こ
れ
に
対
し
γ

＼
ア
レ
ス
円
一
円
山
1
y

い
う

よ一は
7
9
ら
k
f
d
ー
す
る
オ
！
ス
リ

γ
は
、
岡
山

ω
秩
序
と
す
、
寧
的
組
持
を
、
別
配
に
押
山
、
現
点
心
浪
叶
仙
の
4
J
r、
日
じ
を
プ
レ
ス
の
草
川

ー一畑山
J

一
つ
け
る
v

公
の
秩
序
十
安
官
rhγ

保
っ
し
r
u
う
大
淀
乞
分
を
ず
に
、
プ
〆
リ
人
心
混
用
を
収
れ
ノ
締
ま
る
こ
と
こ
そ
同
慌
の
使
命
で
あ

る
ζ

い
つ
y
d
阿川仰いい
r
j
つ

メ
ヮ
ノ
テ
ル
二
ヒ
は
も
プ
レ
ス
の
注
同
町
を
一
元
会
に
防
止
「
ゐ
命
令
の
制
定
の
校
惚
合
八
名
、
d
ド
ボ
め
よ
れ
〉

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

f

ノま

η
、
彼
に
一
品
っ
て
ふ
八
条
d
は
、
ブ

ν
ス
の
白
川
］
の
保
怖
で
は
な
ノ
＼

努
め
る
つ

の
防
ト
L

ゃ
れ
い
打
に
し
ι
／
ア
シ
ス
の
向
刀
の

彼
は
、
仏
他
国
防
止
の
手
段
ー
一
レ
て
、

／
レ
ス
が
公
の
秩
序
を
乱
し
た
役
に
寸
法
的
な
解
決
や
附

九
円
’
疋
を
実
現
す
る
条
文
午
前
三
」
れ

る
シ
ス
ァ
ム
で
は
な
く
、
プ
レ
ス
が
そ
の
秩
序
を
斗
1
司
一
こ
弁
事
訴
に
防
ぐ
シ
ス
フ
ペ

つ
ま
り
事
前
段
郊
を
甘

f
こ
す
る
予
防
シ
ス

一
プ
ム
を
提
案
し
、
予
の
ン
ス
一
プ
ム
乙
そ
ド

f
y阿
波
に
は
最
適
「
あ
る
と
張
す

こ
の
よ
勺
に
メ
ノ
チ
ル
－
己
の
プ
レ
ス
法
い
お
け
る
最
へ
の
目
的
は
、
宇
同
検
苅
の
挙
人
F
あ
っ
た
川

干
し
て
彼
の
託
〈
事
別
検
初

は
、
第
一
に
、
内
容
が
堅
什
ノ
一
で
真
の
需
物
と
呼
べ
る
に
情
す
る
印
日
物
に
つ
い
て
は
最
も
一
が
や
か
仕
李
小
品
川
合
行
な
う
、
第
一
に
、
新
涼

時
事
雑
誌
U

引
は
も
を
さ
と
い
っ
た
訟
の
政
治
いd
な
内
容
を
も
コ
剥
別
物
は
徹
底
的
な
検
慌
の
対
象
と
し

そ
り
と
め
の
検

ん
＼

U
｝一フ

問
（
け
い
庁
を
組
織
す
る
、
そ
t
て
第
一
に
、

Jr的
知
置
で
あ
れ
弾
I
E
拍
障
で
あ
れ
有
切
な
プ
レ
ヌ
対
策
ー
υ
法
合
同
監
凶
↑
行
わ
せ
る
と
い

m
 

う
一
つ
の
原
則
に
某
づ

v

て
い
た
v

以
ト
の
ょ
っ
に
、
メ
ソ
一
ア
ネ
二
ヒ
の
一
八
条
d
解
釈
を
考
れ
γ
〕

J

－1
、
」
ぷ
寸
、

vm盟
議
会
で
は
な
く
少
数
の
加
盟
問
代
f
べ

か
り
と
る
ム
ぷ
議
で
プ
レ
ス
川
氏
の
北
川
流
手
議
論
ぷ

TJん
す
る
、
次
に
、
ィ
ノ
γ

ス
ナ
い
の

C
的
を
、
同
盟

を
乱
す
プ
戸
ス
告
「

時
！
一
一
的
政
治
的
な
内
容
を
も
勺
プ
レ
ス
の
戸
向
性
き
こ
な
m
J
、

問
的
に
恒
圧
す
る
－
v

と
い
い
設
定
す
る
、
は
じ
伎
に
、

政
治
的
児
wmを
検
問

1 
れ
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の
主
市
久
対
象
と
す
る
と
い
、
つ
つ
の
特
慨
が
格
認
さ
さ
え
「
メ
ァ
一
ア
ル
二
と
は
、
プ
レ
ス
仁
よ
る
秩
出
と
安
由
？
の
け
山
壌
と
い
う
行
ハ
の
ぷ

分
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
F

ッ
ブ
し
り
ら
プ

L
ス
の
広
川
を
取
れ
扱
つ
ご
と
で
、
ソ
レ
ス
の
U
H
山
同
と
正
一
凶
か
ら
凶
さ
ん
つ
こ
と
を
巧
妙
に
政

c、

斗＂＇

ア

ノ

グ

、

ぺ

’

D

1t
↑

i

！
、
〆

つ々
T
m

い
＼
巾
ぱ

4

v

i

d

－

－

d
 

条
を
机
拠
に
山
相
一
げ
、
公
の
秩
序
L
y
t久一ザ

ω
経
持
と
い
っ
ド
ノ
ツ
再
開
制
の

U
的
達
成
市
川
七
め
い

D
B
A
 

プ
レ
ス

L
P
士
一
を

ι当
化
ず
る
v

そ
れ
ゆ
え
↑
絞
め
ブ
レ
ス
伝
を
支
え
ん
原
則
は
、
プ
レ
ス

ω川
口
市
聞
の
保
湿
ご
は
な
く
、

η

ノ

ν
ス
の
桜
川
市
の

PT防
で
あ
る
こ
の
よ
っ
な
科
州
問
委
も
つ
一
メ
F

一
ア
ケ
一
ヒ
の
プ
レ
ス
伝
総
括
b

が
そ
び
殺
に
い
か
な

のよ
h
J

い
ド
つ
い
げ
、
は

第

同
開
ブ
レ
ス
は
の
制
定

17て
の
山
内
一
計
制

カ
3

ル
ス
パ
3

ト
の

ま
j
は
、
プ
レ
ス
の
」
円
以
内
に
践
す
る
市
令
を
取
り
扱
ぺ
と
ヨ
れ
れ
州
盟
議
会
は
と
の
よ
う
在
取
り
が
み
を
な

L
P
の
か
を
倹
副
す
る

こ
と
か
ら
詠
め
る
U

す
じ
に
桁
掃
し
た
よ
う
い
、

ベ
凡
ク
は
、

プ
レ
ス
の
自
由
を
保
障
す
る
法
別
作
h

け
を
支
持
し
、
日
明
川
議
会
が
ブ
レ

ス
持
－
一
惣
に
お
け
る
J

ニ
シ
ア
ヲ
ィ
プ
存
1

ど
る
こ
と
を
志
刊
す
る
っ
と
り

t
あ
っ
た
ー
川
比
の
ω
ハ
支
誠
仁

L
た
が
い
向
型
説
会
内
に
ゾ
レ
ス
長

一
サ
A
J

出
E
h
u

合
計
設
置
さ
れ
た

L
カ
し
一
j
h
h

人
勺
ヰ
戸
（
の
見
解
に
は
対
ー
止
が
見
ら
れ
る
h

こ
の
対
立
の
本
質
は
、

プ
レ
ス
市
川
店
山
川
を
似
沼

Fzh吋
三

と
と
、
ゾ

L
ス
の
注
市
防
止
の
た
め
の
給
関
の
実
誌
を
打
な
う
こ
と
1
y

の
い
づ
れ
ま
、
同
時
プ
レ
ス
法
制
的
基
盤
仁
す
る
の
カ
ル
い
う

出
に
あ
…
っ
た
J

日
告
の
い
～
解
を
代
表
す
る
ベ
ル
ク
を
、
絞
者
の
見
併
を
擁
護
j
q
ゐ
オ

i
ス
ー
り
？
の
全
権
大
使
は

H
U叫
十
J

、
プ
レ
ス
の

山
川
苓
い
を
強
制
？
：
八
景

d
p一
主
悦
£
一
検
問
実
施
加
工
布
令
を
公
布
4
9
る
」
と
に
求
め
る
メ

y
一
ア
ル
コ
ヒ
出
国
伽
替
を
案
説
〕
よ
う
と
ず
る
U

ほ
え
と
川
川
市
議
会
で
の
法
ん
恐
怖
の
防
止
を
い
日
付
諭
J
U
7
4
P
ヘ
ト
リ
V

の
圧
々
に
よ
れ
、
プ
レ
ス
委
員
た

F
t
、
同

山
山
山
誌
ム
バ
川
口
、
の
ブ
ご
へ
法
制
定
の
動
え
は
じ
後
退
す
る
r

ツ
／っ》
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そ
の
ト
っ
、
叫
ん
じ
メ
J

一F
ル
－
じ
は
、

の
7
レ
ス
法
制
の
法
盤
伶
り
を
模
宇
R
J
V
F
Q
U

そ
の
た
め
に
は
同
盟
の
、
半
製

方

l
ス
ー
リ

ラ
〆
？
の
伝
子
市
有
一
川
い
る
こ
と
が
お
務
で
あ
円
、
怯
は
uu
げ
の
構
想
を
同
盟
議
会
ピ
ア
ピ
ー
ル
ず
る
こ
と
か
ら
め
一
め
る
c

一
八
一

hrヰ
の

日
開
設
会
に
お
い
て
議
長
凶
ナ

1
ス
k

リ
ア
は
、
同
盟
凶
は
一
山
川
山
同
市
γ
川口市り
v
一
ご
ら
な
る
江
大
会
一
阻
止

F
P
Q義
務
を
履
行
す
ベ
主
で
あ
る
ー
に

判
ど
明
＋
政

d

f
に
パ

↑

1
二

一

巨

↑

l

、

白
山
民
政
府
か
れ
川
を
及
ぼ
す
こ
と
の
で
ミ
な
引
時
代
八
況
に
根
を
も
っ

R
悪ト
y

、山ナ

二
ご
で
い
わ
れ
る
在
中

t
一は

定
の
欠
陥
ね
諮
問
、
佐
用
い
一
様
を
も
っ
吉
正
？
r
に
区
別
さ
札
、
ん
仇
者
の
き
忠
は
政
府
問
り
げ
川
な
や
共
刊
一
昨
机
霞

L
L
う
ん
可

能
で
あ
る
／
さ
れ
た
じ
こ
の
除
ぷ
吋
山
田
λ
y
b
f
］
忠
の

U
ζ
つ
F

」そ、

プ
レ
ス
一
日
、
ゐ
h

、
寸
ぺ
パ
リ
紙
や
叫
刊
誌
、
ピ
ブ
な
ど
の
午
、
制
約
な
向
市
川
を

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

菜
、
人
一
寸
る
ニ
と
は

で
J

め
る
と
M
U担
さ
わ
た

そ
し
て
温
店
主
」
陛
じ
す
る
た
め
に
は
、
ア
ド
ふ
ッ
ク
で
均
一
ロ
ヱ
～
均
的
な
世
相
宣
子
は
不

統
一
的
主
μ

わ
れ
併
が
講
じ
り
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
寸
る
結
論
い
ち
汚
か
れ
ゐ
c

確
去
に

品
川
川
出
上
の
は
策
安
行
な
、
、
日
内

仏万一
J

あ
り

は
、
右
、
ハ
川
で
散
骨
子
一
評
す
る
に
値
J

弓
る
告
述
心
か
の
活
必
を
明
白
百
し
人
間
の
精
仰
の
汁
伏
、
な
岳
民
を
到
に
つ
な
ぐ
宇
一
と
で
は
な
い
と
偽
足

一礼町

J
j
q
一
」
と
ご
、
精
粋
的
つ
一
山
川
へ
の

定
の
配
慮
が
に
ご
取
れ
る
が

の
重
ャ
口
は
、
定
期
川
／
仁
物
全
民
伺
て
に

RPと
と
は
公

の
秩
止
や
次
半
を
λ

で
る
う
え
ご
は
必
扶
で
あ
る
と
い
う
こ
と
仁
あ
っ
た
U

｝
の
提
議
は
、
先
に
確
認
し
た
メ
ァ
吋
ル
ニ
己
幻
プ
レ
ス
込
山

柄
引
円
山
を
川
叩
n
議
会
で
明
一
出
し
た
も
の
に
也
な
ら
な
い
ー

こ
の
よ
つ
に
同
盟
議
会
に
対
す
る
説
得
が
行
な
わ
れ
る
方
で
、
総
方
で
は
プ
レ
ス
法
川
宇
奈
の
作
成
が
秘
桁
去
に
祉
行
J
q
F

る
c

ぞ
の

:t 

ス

ワ
'1 

i Jc 
..<--7 / -・ 

, ' 
~ ｛と
の川
W1 ,; 
}J I 
悶 y

係瓦

雪1ιふ
へ
"" :: .：議
行。＂ーザど

め
る
夕刊

相
ザ
去
し
と
な
っ
た
の
同

そ
れ
に
先
立
つ
七
月
ょ
の
一
ア

1
ブ
リ
勺

y
の
宿
会
で

メ
J

一
ア
ル
ニ
ヒ
が
強
制
7

J

た
プ

ν
ス
法
構
誌
の
要
点
は
次
の

口
日

A

八
条
d
b、九七一
M
m
m
mに

f

パ
で
あ
る
ハ
出
ん
に

ず
し
ス
の
源
川
町
を
阻
止
オ
る
律
的
命
令
の
公
布
を
求
め
る
条
文
と
解
釈
「
ゐ
こ
こ
で
、

険
悶
の
導
入
を
法
制
作
】
す
る
こ
と
、
治
一
に
、

ア
ン
一
人
川
口
、
制
h

に

fpmに
悶
1

て
、
パ
盟
議
会
に
イ
↑
ン
F
F

一
ブ
ィ
プ

ヤ
る
の
で
は
な
く
、
之
山
氏
刊
の
会
議
の
な
か
で
J

弘
安
土
ブ
〆

阪ノ＜iJi'tJ oG i:、167.'-IC3 '?i106. 7 
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ス
持
－
一
同
店
の
七
め
の
法
作
の
某
盤
を
砂
時
？
ぎ
ヲ
る
こ
ト
乙
で
あ
る
「

〉
P
イ

J

同
盟
約
九
｛
、
の
以
休
割
引
な
一
一
さ
に
警
設
を
出
山
、
メ
ソ
ア
ル
－
－
と
に
よ
れ
ば

レ
ス
の
れ
出
に
こ
の
一
な
く
勺J
阪
L
て
い

c、

斗＂＇

今
心
力
同
の
代
表
か
ら
な
る
カ
ー
ル
ス
パ
！
？
円
の
ム
合
一
前
で
の
伏
先
争
点
を
次
に
見
で
お
こ
っ
L

川
県
の
山
久
「
山
川
に
レ
入
、
が
い
、

メリ
F

ア
ル
一
一
ヒ
は
、

位
凶
で
の
プ
レ
ス
的
活
川
に
よ
っ
て
日
図
的
訪
惇
利
が
伎
半
口
さ
れ
る
危
伐
に
山
測
す

る
場
合
ト
ト
九
件
、
ヌ
て
、

で
さ
る
良
い
ノ
同
に
よ
っ
に
杯
凶
や
～
l
る
わ
め
の
埼
的
な
ム
叩
’

υが
制
定
さ
れ
る
必
山
氏
が
あ
り
、
そ
札
崎
、
え
い
ト
リ
夜
間

J
K
一
九
一
同
盟
問
に
♂
作
に
辱
7
A
A
4

る
ζ

こ
は
一
八
条
d
を
M
H
／
ー
す
る
ご
〆
一
に
か
な
、
7

こ
千
日
以
す
る

ー
も
引
に
般
悶
を
迫
寸
人
｝
て
二
い
る
一
ア
ン
ト

も
、
中
川
山
法
－
C
J吋
ノ
〆
ス
の
円
九
一
を
保
防
4

と
ラ
ン
ト
も
、
プ
レ
ス
（
り
揃
い
い
4

が
日
さ
起
こ
す
山
士
一
悪
が
別
行
で
あ
ゐ
以
l
、
そ
の

τv川
川
を
一
れ
な

ミノご
v

は
実
務
で
あ
り
、
工
っ
て
令
一
同
盟
川
刊
は
検
聞
を
実
施
ー
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
従
来
が
な
さ
れ
る
」

ヲ
カ
提
案
に
対
し
て
ん
古
一
日
は
、

y
し
ス
の
活
川
を
取
什
約
ま
る
た
め
、
事
、
山
一
候
苅
と
い
っ
予
防
長
置
を
盛
h

川
込
む
と
い
う
点
L
問
L

て
は
伝
終
的
に
士
一
決
す
る
ー
た
え
し
、
恵
比
三
山
λ

一
な
ブ
L
ス
の
円
山
チ
保
障
し
と
い
る
ー
リ
1
一ル一
y
〆
べ
リ
パ
ハ
ケ
円
六
百
が
侠
却
の
寺
入

に
収
ハ
を
唱
、
，
L

て
い
る
。
ウ
ー
凡
一
ア
／
ベ
ル
今
は
、
始
、
沼
か
ら
の
店
出
を
一

に
保
除
し
た
刀

i
、
与
び
彼
ら
か
ら
こ
の
特
典
チ
取

り
し
げ
る
こ
と
は
え
わ
め
と
憂
烹
す
べ

z－
と
で
あ
る
と
し
て
、
人
明
配
制
度
に
代
わ
る
深
証
〈
杭
皮
の
一
七
三
で
入
を
売
案
す

怯

グ）

小
包
円
川
は
得
ら
れ
な
か
コ
た
c

プ
レ
ス
の
と
府
が
は
刊
ャ

さ
れ
る
と
い
与
翠
恕
の
普
段
と
没
活
レ
～
い
つ
銀
山
か
ら
こ
の
阜
ハ

し
か
し
、

ば
、
プ
レ
ス
の
白
山

ょ
、
っ
と
z
一
ヲ
る
ヴ
L

ル
一
ー
ン
ペ
ル
ム
ノ
の
下
五
や
は
ミ
わ
め
ど
巴
f

民間ハベ印いコ

沿
う
ひ
ト
f

っ
こ

σ会
誌
の

J
P叫
内
容
か
え
っ
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

λ

ッ一
y

u

N

ニ
ヒ
の

P
E
A
－
八
条
d
の
新
釈
エ
れ
th
い
は
貫
徹
九

一しな
j

？
っ
た
と
い
つ
こ
と
で
あ
る
己

h

ー
ご
っ
一
バ
川
、
こ
の

、J口U
ヘパ

八
条
d
を
履
行
司
ゐ

で
は
、
検
問
小

判
格
を
も
た
な
い
一
酢
E
れ
た
か
ら
で
あ
る
υ

つ
ま
り
、
カ
ー
ル
ス
パ
マ
i

ト
の
会
議
は
、
険
悶
法
に
は
暫
ぷ
的
例
外
土
「
1
7て
＼
の
地
紋

L
か
認
め
と
い
一
」
と
を
決
議
J
q
r

る
と
例
外
的
な
ケ
法
を
な
寸
予
ど
の
正
当
性
は
、
品
川
村
抗
寸
る
時
代
状
に
と
主
i

命
的
な
政
治
混
動
の
羽
目
先

fト疋 F人7主?; CE り 168) 1!!1 〔2GiJC.7 J 



へ
の
対
処
に
求
め
ら
れ
る
ρ

ほ
か
に
メ
ノ
一
ア
ル
二
と
自
身
勺
、
始
、
肢
の
混
入
に
一
一
年
ち
し
ノ
は
六
午
と
い
う
期
間
の
ぷ
む
を
な
L
I

伎
は

一
度
と
し
て
検
出
を
例
外
と
定
義
し
れ
二
ー
と
は
な
く

九
条
d
を
あ
く
ま
で
検
出
の
支
胞
を
体
に
求
め
る
条
文
て
あ
ゐ
L
f

ノコ

r~ 

一
一
八
条
d
の
本
質
二
衿
陪
の
ち
人
に
見
出
♂
れ
て
い
る
、
－

ヒ
の

D
R
A

（

ι
た
3
3
て
ご
の
山
止
に
お
い
γ

＼
メ
叶
－
F

ル一

ヘケ
f
d解
釈
は
カ

l
ル
ス
ハ

l
k
の
会
議
の
削
川
釈
と
一
致
事
見
な
ド

:j-
J、

第
二
の
民
白
川
に
つ
凶
て
で
あ
み
沖

Villiル
ス
パ

i
i
に
集
主
う
た
王
安
ブ
、
J

ト
が
検
閲
三
官
ア
人
を
認
め
た
ト
f

川
、
つ
出
で

メ
ヅ
一
フ
ル
｝
ピ
の
期
待
は
郭
わ
れ
た

こ
の
決
議
内
行
が
同
山
内
川
京
会
の
裁
可
ふ
作
る
こ
と
が
及
川
伎
の
引
上
げ
で
あ
っ
た
が
、

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ：J とそ c~lr（間 （ 1-; 

ら
れ
た
方
法
は
♂
佳
の
「
ケ
デ
タ
v

」
的
な
も
の
て
あ
3

つ
ま
り
、
裁
可
の

は
同
盟
規
約
を
川
視
し
た
も
の
で
あ
み
h
J

投
票
が
棄
権
さ
れ
λ

り
、
竹
川
政
府
の
治
不
な
ノ
＼
投
票
が
行
な
わ
れ
た
り
し
F

に
も
か
か
わ
、
3

ず

の
で
あ
る

カ
v
A
一
人
パ
ー
ト
の

バ
仇
訪
山
容
が
全
会
一
設
で
承
認
シ
↓
れ
た
y
議
事
録
に
は
記
さ
れ
ご
い
る
J

｝
の
よ
う
に
強
引
に
司
辺
議
会
心
紋
可
を
取
り
つ
げ
た
カ
’

一
イ
レ
ス
の
討
内
に
は
す
る
哲
定
的
な
諸
規
定
ー
と
し
工
成
立
し
、
司
裁

I
4
一れ九
J

ル
ス
パ
ト
の
川
、
設
内
容
は
、
九
月
二

O
R、

執
行
合
守
い
ょ
っ
マ
判
明
1
7
レ
ス
汁
試
し
一

L
T
市
川
泊
位
を
絞
得
し
た
U

カ
ー
ル
人
パ
！
？
の
斗
勾
晴
で
は

D
R
A
 人
h
h
p
h
d

は

前
ヘ
此
市
内
を
何
回

t
d
t
h
律
的
に
導
入
す
る
こ
l

以
？
の
こ
と
が
ら

わ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
小
に
な
っ
と
h

日
開
プ
レ
ス
伝
は

を
定
め
ど
条
文
Lr
は
少
な
く
と

ヌ
レ
ス
の
溢
刑
を
取

n締
王

る
例
外
的
な
法
律
と
い
）
『
江
間
づ
け
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
占
カ
ら
も
、

ゾ
レ
ス
の
討
中
い
を
以
降
ヲ
る
い
原
民
約
一
な
法
律
が
制
定
さ
れ

る
余
地
叩
N
V
イ
ツ
に
れ
刊
さ
れ
て
い
た
こ
？
y

は、

科
目
宇
に
品
開

υ
主
う
い

ま
た
、
一
同
監
プ
〆
ス
十
店
の
基
礎
J
K
A

一
構
築
J

た
ア
i
f
ノ
リ
ッ
ツ
し
r

ヮ
ー
ル
ス
パ
ー
ト
の

で
は
、
ゾ

v

ス
問
題
と
な
ら
J

れ
で
代
支
制

問
題
町
二
一
要
な
談
町
四
ν

な
っ
て
い
る

v

わ
ゆ
る

υ
E主
A

一
条
の

ア
フ
ン
ト
シ
コ
テ
ン
デ
制
」
的
解
釈
ヰ
め
ぐ
ん
問
題
と
み
～
ゐ
v

才

J

ス
ト
ー
ノ
ア
y
プ
ロ
イ
セ
シ
は
議
会
の
ぷ
宣
主
主
治
山
制
定
も
行
な
わ
す
、
三
沼
化
L
た
回
家
に
対
し
て
へ
N
t
心
的
な
安
勢
を
一
M

J
〆
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た
ρ

そ
し
一
1
ウ
ィ
ー
ン
最
終
規
J

あ
で
は

一
一
条
の
有
権
解
沃
レ
ど
し
亡
、
科
ム
丁
、
権
が
保
持
さ
れ
同
氏
、
権
に
つ
一
ら
な
る
代
表
却
の

J4

c、

斗＂＇

に
国
公
的
炊
け
、
何
参
加
を
ロ
ヘ
悼
す
る
I
Y

い
う
道
府
が
な
さ
れ

。〉

つ
が
七
ツ
亡
弘
一
叫
じ
ド
め
ら
れ
る
動
え
が
見
ら
れ
る

本
j,(Jj 
-c 
Jム
t点

fト疋 F人7主?; CE り 17()) 10り〔2GiJC.7 J 

入
が
明
確
に
ボ
L
心
さ
れ
た
c

ず
で
い
指
摘
し
ん
よ
下
つ
に
、

n由
、
「
芸
者
た
巴
を
中
心
に

サ
レ
ス
の
口
市
同
と
代
、
ム
机
が
と
も

し
か
し

代
表
制
と
プ
レ
ス

σfじ
附
が
一
」
れ
ら
の
会
議
で
ど
の
よ
う
な
位
置
間
経
に
泣
か
れ
た
の
か
、
ま
と
そ
心
後

ω日
間
去
各
国
政
府
の
政
策

は
こ
の
一
〉
の
山
女
求
に
い
か
に
い
刈
処
？
戸
～
の

A
を
扱
う
こ
と
は

F
え
な
か
っ
た
が

代
表
制
L

の
閃
係
、
ヵ
ユ
ノ
ど
へ
の

rH止
を
枚
－
r
L
9

る
こ
と
は
今
後
の
筆
」
7
J
の
説
明
恒
と
し
よ
い

日
川
盟
プ
レ
ス
法

c 

カ
ー
ル
ス
パ
｝
ト
円

ν
法
れ
い
い
し
ん
に
司
哨
川
ブ
レ
ス
法
は
、
ど
の
よ
う
な
的
存
を
も
っ
法
伶
で
あ
コ

f
の
か
を
確
認
L
て

ぷ
ご
、
つ
U

（
J

J

ノ
レ
ス
訟
の
法
均
内
格
（
ヘ
〉
粂
」

イ

L
ス
法
は
立
ト
牛
肉
し
か
山
一
わ
を
布
さ
な
い
主
白
山
的
な
法
律
FXA
れ
、
こ
の
山
県
間
前
了
ま
で
に
、

M
H
m
A
議
会
は
ワ
レ
人
の
白
山
が
い

か
な
る
い
山
川
制
約
を
司
つ
け
る

ω
か
に
う
い
げ
の
花
之
LVな
決
刊
誌
を
行
な
う
義
務
を
魚
、
つ
と
さ
れ

カ
ー
ル
ス
パ
ー
へ
で
の
決
議
に

L

た
が
い
こ
の
法
律
カ
時
限
立
r
は
と
し
て
判
制
定
さ
れ
と
一
亡
、
が
わ
か
る
ν

2
～
プ
‘
ス
、
公
ν
け
国
的
（
ぷ
ぶ

ブ

ν
ス
法
的

H
的
は
f
ン
ス
能
川
用
心
、
ー
か
附
す
る
こ
と
予
あ
る
し
r
定
め
ら
円
い
て
い
る
で
の
か
は
山
抹
で
、
あ
く
土
で
も
f
ン
ス
の
孫
川
市
が

同
法
の

別件り
J

稀
ま
り

対
象
と
さ
れ
一
、
い
る

t
に
か

rtm寸ノ
Q
u弘
安
Jpe
あ
ろ
う
V

ゾ
レ
ス
J
日の拡い川被



｛
伯
ん
慌
の
実
技
二
条
）

門
誌
で
は
、
検
問
と
い
っ
文
一
竹
山
慣
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
代
わ
っ
ど
平
間
取
出
示
、

5
2
2、
半
間
一
帯

q
z
f
n
z
hミ
エ
コ
、
、
ど
か

言
耐
え
宮
町
と
た
が
ハ
技
わ
れ
て
れ
る
一
J

一戸）ポ

l
Mノ
ン
以
下

ωム
読
み
物

μ
フ
ン
ヘ
レ
」
ロ
吋
の
事
前
承
認
、
口
、
事
前
主
可
が
な
け
れ
ば
印
刷
に

h
r

よ

さ
れ
な
い

1ν
一れ、

ー
十
主
的
に
は
ポ
前
検
問
が
導
入
さ
れ
た

そ
れ
以
外
の
読
み
物
詩
郡
山
う
あ
る
い
は
足
以
え
な
／
た
場
今

,, 
、＞

tm決
え
れ
る
と
定
め
、
事
後
松
岡
つ
ま

ス
一
ソ
ム
て

σ解
決
が
予
定
さ
れ
て
い
る

同
盟
凶
の
立
法
認
務
と
同
盟
議
会
？
汁
人

条
・
八
条
）

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

川
法
の

E
E凹
を
必
1
A
す
る
た
め
に
講
じ
る
措
置
や
手
段
に
、
い
て
は
件
同
盟
凶
政
附
に
会
ね
ら
れ
る
と
七
め
る
が
、

そ
の
際
に
同
町
胤

岡
山
は
必
ず

一
条
や
遊
守
ず
る
よ
入
な
出
則
や
命
令
を
t
ん
め
な
け
れ
ば
な
り
な
い
F

、
こ
が
明
記

5
れ
て
い
る
」
ま
三
久
人
一
J

は
、
司
法

ン
ス
テ
ム
の
写
ヘ
が
な
主
れ
と
い
る
司
辺
川
で
も
、

デ
ょ
の
内
容
子
治
七
さ
な
い
判
明
佼
で
あ
る
な
ら
ば
、

F
山
積
引
の
剖
川
広
uケ
一
路

υ
す

る
ご
と
が
史
詰
問
さ
れ
て
い
る
口

）
の
よ
勺
に
制
盟
会
誌
の
決
…
訟
は
何
回

u
m
y
v
法
権
ド
ム
J

人
rvる
μ

J

を
も
備
え
、
そ
の
が
一
議
斗
容
が
同
盟
U
A
一
に
よ
、
J

て
道
守
さ
れ
る

ょ
っ
ハ
叩
〕
ら
れ
て
い
る
c

日
盟
議
会
に
よ
る
紛
争
解
決
（
f

ヘ
条
〕

プ
レ
ス
に
よ
る
U

池
山
口
を
必
ぐ
っ
亡
、
中
J
A〕
内
町
且
凶
陀
で
の
話
し
合
い
で
肘
決
が
阿
れ
な
い

山
、
同
窓
議
会
仁
ヤ
fu情
を
中
仁
げ

て
る
こ
と
が
定
め
ら
札

rd
主
円
情
心
中
心
て
が
あ
っ
－

rぶ
に
は
、
同
盟
議
会
は
、
委
民
会
に
州
帝
千
三
一
仕
一
、
’
呈

F
L
E
Y
5
F
を

u
u
波」
qr
義
務
を
臼
（
λ
ノ勺

5
ら
に
は
、
ム
ケ
一
え
悶
係
閣
か
ら
の
巾
レ

v
て
が
な
く
と
も
、
同
阪
な
ら
び
に
同
照
固
め
尊
厳

斗
ー
刊
を
脅
か
す
ん
印
刷
均
で

志
る
L
一安
hHム
バ
が
判
刊
叫
附
す
れ
ば
、

パ
盟
議
ム
山
は
、

抑
川
を
行
な
よ
ヒ
同
一
の
〔
日
’
育
会
／
付
た
よ
ノ
仁
、

の
言
告
に
J
J

し
て
佐
高
は
で
き
な
い
た
め
、

阪ノ＜iJi'tJ oG i:、1ケl'-IC7 ''2i106, 7 
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そ
の
印
ト
ヘ
仲
刊
の
発
ノ
げ
に
責
任
を
も
っ
加
問
川
は
、
市
E
ョ
物
の
パ
吃
仕
ポ
1
1
u民
を
レ
y

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈

こ
の
ム
ハ
糸
宋
は

同
盟
一
回
が
ト
ム
｝
来
も
一
つ
道
徳
的
政
出
川
明
不
可
侵
怜
の
後
込
合
同
川

プ
レ
ス
滋
用
の

7fL怖
が
円
以
慢
先
課
題
と
さ
れ
る
下
で

c、

斗＂＇

開
国
に
U
受
さ
什
る
想
定
で
あ
っ
た

三
↓
ご
ノ
、
本
条
ー
λ
三
、
け
盟
議
ム
バ
の
す
青
今
日
開
凶
ル
い
の
政
治
い
介
入
す
る
こ
と
を
事
実
H
l

同

山
町
田
↑
容
訴
さ
什
る
も
の
ー
と
〕
て
抜
能

ν
七
v

問
問
一
凶
の
義
務
と
占
（
ド
い
い
叫
が
阿
へ

jι千
四

条
J

問
問
比
四
は
、
新
聞
、
雑
誌
そ
ー
で
パ
J

フ
レ
ソ
ト
を
行
成
立
り
な
く
監
飢
〆
、
い
か
な
る
ト
刀
法
を
山
い
て
も
訴
訟
わ
論
争
が
同
盟
凶

同
で
起
干
る
こ
と
か
子
防
す
る
た
め
の
管
制
担
を
品
開
店
J
7
る
義
務
を
、
相
h

け
に
負
っ
て
い
る

そ
ぐ
同
間
同
は
、
一
凶
ら

版
5
れ
た
印
刷
物
に
悶
し
て
、
他
的
汁
盟
川
に
対
し
て
乙
／
け
で
は
な
く
同
限
全
体
に
付
し
て
も
亡
一
仔
骨
色
？
っ
」

づ
し
ス
関
係
者
の
貞
行
竹
純
一
向

九
条
）

刊
は
胤
誠
会
の
宙
科
に
ょ
う
ご
町
成
物
の
竺
禁
が
な
さ
れ
た
と
き
仁
は
、
そ
の
編
集
お
は

h
h川
向

同

mm九
の
ど
ヲ
一
に
山
ね
い
て
も
編
集

業
均
一
ド
ワ
く
ご
し
l

一
は
訴
さ
れ
な
い
。
事
前
始
、
羽
を
ク
リ
ヲ

L
1
W一
刷
物
の
苫
作
有
不
全
ご
及
、
、

川
）

刊
で
ゲ
ぞ
れ
代
、
匂
は
さ
ら
な
ゐ
責
任
を
迫
史
ベ
「
れ
る
こ
と
は
在
い
「

5
一r
’T

rコトナ十

出
説
者

ま
た
川
川
山
川
氏
議
会
の
山
川
円
b
印
日
戸
川
物
に
対
し
て
出
ア
一
れ
る
も
の
ご
、
包
人
い

対
し
て
山
さ
れ
る

b
の
で
は
な
い

t
か
し
、
一
円
、
殺
に
問
問
J

」
立
公
く
↓
一
ヲ
べ
て
の
山
中
間
物
二
山
収
な
の
名
前
が
、

府
四
社
や
雑
誌
の
領
の
却
川
物
は
加
f
八
ご
一
編
集
昔
同
え
に
R
R氏、

の
ち
ょ
引
か
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
と
U

v

こ
札
を
し
J
ら
な
ハ
v
h
u
刷
泊
中J
は
流
布
を
許
き
れ
ん
ゆ
い
が
、

そ
の
に
う
な
わ
引
刷
物
が
附

収
配
布
さ
れ
れ
ハ
場
台
仁
川
山
そ
れ
に
悶
わ
J

た
火
口
は
、
言
♀
あ
る
い
は
拙
一
γ
凶
別
に
処
支
札
る
2

u 

'' 
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同
盟
プ
レ
マ
法
に
対
す
る
ヰ
4
川似

日
明
官
ヴ

L
ス
法
に
問
す
る
従
来
の
印
刷
究
は
、
こ
の
法
律
が
事
前
検
慌
を
円
山
J

人
！
一
誠
司
わ
椎
誌
な
と
の
む
既
刊
行
物
を
円
盟
の
U
R
n
t
L
統

制
下
に
置
い
た
ー
に
い
ろ
出
に
民
心
を
官
什
て
き
た
～
加
え
て
、

け
盟
議
ム
バ
が
凶
照
同
の
↓
リ
リ
い
や
措
置
に
介
入
F
る
権
限
チ
も
勺
ル
い
う

視
｛
疋
を
山
小
η

j
げ
る
こ
と
で
、
向
山
川
ブ
レ
ス
よ
い
は
、
同
開
設
会
ム
各
同
盟
同
心

i
権
を
め
ぐ
る
間
出
合
読
み
同
町
く
素
材
と
d

て
取
り
扱

わ
札
C
ミ

た

フ

i
パ
ー
は
こ
の

γ
プ
ロ

i
え
つ
を
代
表
L
T
J

る印刷
μ
九
者
の
ひ
？
と
り
で
あ
み
が
、
仰
は
、
ゾ
〆
ス

同
出
川
議
会
が
一
同
盟

各
国
の
内
政
に
深
，
、
介
入
A
I

〆
そ
の
で
権
安
一
制
約
司
る
こ
ρ

を
可
能
！
こ
し
た
v

ぃ、
7
5
4
を
専
ら
強
調
1

の
よ
ろ
ノ
へ
お
ブ
ャ
パ

i

の
プ

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

ン
ミ
ト
大
片
山
土

V
1
t
r
ノ

fht

同
盟
法
制
に
お
け
ゐ
プ
ヲ
伊
ス
の
白
河
の
法
的
保
防
＼
の
払
ト
リ
u

を
欠
落
さ
三

M
川
小
り
わ
れ
れ

A

八叫ん
d
に
ゾ
レ
ス
の

自
引
を
保
附
す
る
詰
筏
的
な
苦
味
を
見
山
川
口
一
な

ν
r

い
う
結
論
を
早
い
た
v

いえャム
ω
一

ー
か
し
、
プ
レ
ス
の
自
治
内
保
降
と
い
う
制
点
か
ら
可
柑
フ
レ
ス
法
を
足
白
し
て
み
る
と
、
子
刀
法
伶
の
も
の
J

一
別
の
肢
が
切
ら
か
に

なムザ
J

4
へ
は
ブ
L
一
人
法
て
は
、
ブ
レ
ス
の
ぺ
日
出
と
い
う
丈
ヨ
は

C
粂
を
除
い
一
、
笠
場
は
ず
、

ゾ
L
ス
は
専
ら
町
品
川
ζ

い
q

文一九しい

J
L

ソ

k
l

仁
川
市
い
：
れ
る
U

ぞ
れ
ゆ
え
仁
、
己
主
込
『
の
本
民
は
、
プ
レ
ス
の
症
肝
と
い
う
焦
い
し
力
問
題
い
汁
処
す
る
た
め
の
、
初
判
定
治

で
あ
く
ま
で
例
外

rJな
指
向
を
認
じ
る
ー
に
い
、
っ
川
に
む
し
ろ
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
口
ご
の
山
4

は、

カ
ル
ス
パ
ト
む
の
斗
帆
午
前
か

レ

宅
、
さ
ら
に
は
向
精
プ
レ
ス
伝
一
心
条
が
、
プ
レ
ス
の
仁
白
い
印
刷
？
一
q
る
一
体
却
な
命
令
を
定
め

L
t
と
を
日
明
州
議
会
の
ヘ
J

品
伎
の
責
務
1
y

規
む
し
て
h
e

る
こ
と
か
、
い
り
も
明
ら
か
ご
あ
る
へ
ー
し
た
が
っ

、
ィ
ソ
岡
監
が
プ
レ
ス
の
ロ
ル
を
と
う
収
η
扱
う
の
か
と
い
う
問
題
は
先
、
百
円
あ
る
い
は
同
巡
さ
れ
て
い

？に
L
l
出、

？での十六
f

山口山で

八
条
d
を
履
行
す
ゐ
た
吟
に
定
め
ら
れ
た
反
律
で
は
な
い
〈
直
前
的
だ
が

」
配
先
送
hJ
志
る
に
品
目
井
と
い

バ、、I ノ

D
H
A
 

う
ス
タ
ン
ス
が
プ
レ
ス
の
凶
山
一
を
保
防
ず
る
同
盟
法
制
定
の
可
能
性
を
ト
イ
ソ
に
残
す
こ
こ
に
な
る

つ
ま
り

n
u
E
A

八争、
d
か

乏
め
る
ゾ
レ
ス
の
自
主
ベ
の
保
障
は

一
日
八
一
九
年
の
河
市
フ
し
一
人
法
に
一
七

にへ円（
4
1
〕
担
絶
さ
れ
た
の
で
は
な
い

c
p
E
人
々
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八
条
d
が
依
然
ぃ
L
L
と
履
行
さ
れ
て
い
な
い

2
ぃ
、
っ
こ
！

そ
じ
て
同
盟
プ
レ
ス
法
は
例
外
む
か
つ
包
定
的
に
ー
ι
め
ら
れ
た
と
い
う

と
か
ら
、
プ
レ
ス
の
臼
府
は
な
石
原
引
い
仁
し
て
J
J
L
U
一
さ
れ
る
こ
い
ど
が
い
本
め
ら
れ
ご
い

rと
者
ご
λ

ら
れ
よ
、
つ
ハ

c、

斗＂＇

ま
た
こ
の
戸
一
し
し
は
、

ベ
ル
々
の
へ
と
υ
や一芥
U
刊
の
市
を
は
に
お
け
る
ブ

L
ス
の
白
山

ω保
持
仁
も
裏
打
ち
さ
れ
る
G

J
仇
し
て

U
B
A
一
八

条
d
は
、
プ
レ
ス

σ山
南
に
悶
d

一
、
何
の
玄
院
予
も
た
な
い
規
定
で
は
な
く
、
プ
レ
ス
の
日
山
心
、
ィ
ァ
に
お
い
て
法
的
戸
内
治
す
る

た
め
の
恨
拠
と
ヤ
ぱ
て
活
用
さ
れ
る
条
文

F
£
る
｝
同
盟
ブ
レ
ス
伝
制
定
起
に
も
乙
心
条
r
止
は
山
ム
丈
化
J

た
わ
け
で
は
な
っ

二
百
二

F

J
K
一小降、
1
る
例
1

f

υ

て、

ご
〔
ブ
、
〆
卜
の
中
市
工
法
も
ま
ん
J

一、

ブ
ン
ス
の
白
川
一
の
保
持
を
一
」
て
し
る
こ
v

が
リ
午
げ
九

一
行
年
代
に
J

れ
ζじ

ー
の
一
」
と
か
ら
、

泊
、
ル
？
ヘ
パ
？
ト
の
決
議
r
同
情
ァ
レ
ス
法
の
判
例
，
心
か
、

7
レ
ス
の
白
山
の
法
的
保
障
の
Hfを
一
蹴
み
限
り
ブ
レ

ス
の
弾
止
決
zh肖

7
一
ー
し
と
機
能
L
T
と
結
論
す
る
ご
と
は
、
円
計
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
J

硲
か
ヘ
ワ
し
ス
の
川
市
出
に
つ
い
て

は
事
前
検
問
に
よ
る
防
J
H
が
導
入
さ
れ
る
が
、
阿
波
ァ
レ
ス
山
政
は
プ
レ
ス
の
ヨ
山
に
つ
い
て
は
胤
定
せ
ず
、
）
れ
を
／
ミ
は
う
か
は
保

叩
向
r
A

れ
L
T

ま
ま
で
あ

υ
ぞ
れ
ゆ
え
仁
ト
ノ
ソ
に
お
い
て
f
ノ
レ
ス
の

n出
が
法
的
に
保
除
F
C

れ
る
涯
が
刻
百
う
れ
え
わ
け
ご
は
な
か
っ

ナ

一
方
で
は
ブ
し
ス
の
店
南
を
託
児
天
引
の

C
由
と
関
迎
づ
い
、
他
方
で
は
凶
川
人
的
伐
治
奈
川
要
求
と
あ
い
支
っ
て
プ
レ
ス
の
仁
市
川
の

見
直
を
ぷ
め
る
と
い
、

1
t
p
yの
プ
レ
ス
の
口
白
山
一
市
の

一
八
一
f

九
と
に
粍
わ
れ
た
わ
け
で
ほ
な
く
、

例、
zよ
小

E
F
J〔
あ
つ
れ

と
？
一
、
も
守
主
投
け
る
ヘ

ブ

ν
リ
へ
の
発
店
者
だ
け
で
は
な
く
プ
レ
ス
の
交
戸
川
哲
の
咋
立
に
ム
九
J
9
る
判
つ
か
の
い
い
川
応
が
続
出
者
測
に
は
求

ぬ
ら
れ
、
そ
れ
品
と
に
多
く
の
読
者
ιγ
も
つ
新
悶
や
雑
誌
コ
と
の
口
数
の
少
な
い
一
読
み
物
語
検
閲
対
象
ー
と
な
ノ
川
ハ
ブ
ン
ス
内
白
山
止
は
い

ま
か
ヘ
プ
戸
ス
売
台
h
E忌
J

け
で
は
な
く
、
そ
の
安
信
書
の
問
題
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
よ
p
i
l
な一
J

た
こ
ρ

合
同
盟
ブ
レ
ス
法
が
訂
明
い

て
い
る
つ

7

；
ス
は
、

E
U
T
三衣川町
4
4
1

わ
を
一
伝
達
L
流
心
す
る
機
九
誌
に
と
と
ま
ら
「
、
プ
／
之
を
様
介
に
政
J

れ
に
関
心
を
も

L
政
治
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円
山
見
を
形
成
す
る
と
い
う
機
能
を
件
目
以
さ
せ
れ
f

〔
何
時
仁
、

や
示
品
ハ
に
w
k
す
る
ム
品
川
物
の
十
一
副
者
層
に
代
わ
コ
て
、

日
常
の
山
来
事
や

山
川
ム
口
清
勢
を
知
λ

）
と
す
る
読
高
い
憎
が
け
州
大
し
、
こ
の
こ
と
が
プ
レ
ス
の
存
r
色
長
長
1
1
1
1
高
と
政
治
を
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
に
け
ん
出
ず

契
機
I
Y

も
な
つ
れ
と
い
え
よ
う

お

わ

り

あ
ら
ゆ
る
門
出
梓
の

な
る
政
一
昔
前
b
h
匁
こ
い
号
叶
プ

r
ク
タ

i
人
／

f
J
に
は
、

八
世
紀
ポ
に
パ
リ
場
す
る
ド
イ

y
の
ブ

ν
ス
の
？
日
出

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

J

い
三
寸
日
ヴ
ハ
で
と
は
で
た
ミ
丸
木
作
品
い

な
ぜ
な
ら
ば
、

－
〕
の
フ
ァ
ク
タ
v

は
、
人
梓
の
ひ
ζ

ワ
と
し
て
の
プ

ν
ス
の
円
円
を
ド
イ
ソ
に
志
識
さ
サ

る
対
十
九
機
と
な
っ
ん
か
ら
で
あ
る
コ
プ
レ
ス
の
中
心
が
宗
殺
者
ー
や
学
問
苦
な
と
の
単
門
書
と
あ
り
、
の
然
i
之
、
の
さ
え
一
手
も
設
八

T
も、

学
者
心
、
聖
識
者
、
沢
弘
こ
い
つ
T

限
ら
れ
た
者
で
あ
っ
r

時
代
を
克
服
し
、

新
聞
や
紘
一
一
山
の
普
及
い
ζ

も
な
い
読
者
間
引
が
町
民
一
一
に
主

で
拡
r八
た
こ
の
世
紀
に
は
、
プ
レ
ス
の

l
由
を
人
間
の
41来
的
怪
列
と
み
な
す
ド
九
解
が
悦
づ
一
／
、
立
は
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
J

、zー
ヅ九

' 

九
世
紀
初
出
の
す
ポ
レ
オ
ソ
J

I
へ配

rに
お
げ
ゐ
ト
ノ
J

ツ
の
玖
」
目
的
社
会
情
fλ
化
的
状
況
は
、
プ
レ
ス
の
u
H
山
の
長
持
チ
umk

し
よ
J

M
けいじはし

JFUヂ
認
許
す
る
白
川
市
か
ら
、
愛
川
、
む
が
政
治
化
さ
れ

日
以
と
孜
リ
バ
の
一
ル
維
は
八
き
く
綻
ま
コ
た

こ
の
宇
一
と
は
何
時

に
r
J
ソ
に
冊
以
、
パ
初
公
共
単
一
を
生
み
出
l
、
公
論
い
悩
何
H

が
見
山
さ
れ

し
た
こ
そ
し
て
こ
の
公
一
読
こ
そ
が

y
レ
ス
の
亡一

山
ド
一
外
川
ず
る
也
市
一
一
の
F

F

々
タ
ー
で
あ
る
υ

プ
レ
ス
の
｛
H

村
山
立
、
窓
見
衣
判
明
円
、
情
報
流
布
在
ど
を
れ
な
、
つ
発
信
高
の
白
山
μ
、
け
で
は

な
く
、
そ
札
ら
を
受
け
取
コ
た
高
の
意
岡
山J
川
和
ノ
成
・
当
比
表
明
し
と
も
密
片
山
に
悶
戸
ふ
づ
け
ら
れ
る
ν

V

A

ら
に
プ
レ
ス
の
山
片
は
、
ご
り
公
論

J

どが
rm！日一
E
7
〆
亡
、
弟
一
の

y
ア
ク
タ
。
ー
で
あ
る
代
去
制
と
も
関
係
す
る
J

自
体
主
ブ
ご
へ
は
、
公
請
を
ヅ
市
川
肌
寸
る
が
ゆ
え
に
、
代
f
べ

制
に
ど
う
て
不
可
欠
な
王
女
主
す
こ
さ
れ
、
工
に
川
氏
の
政
治
主
ノ
出
存
も
促
遂
す
る
要
素
が
見
山
V
A
L

れ
る
v

こ
の

J
う
に
ド
イ

y
の
プ
レ

ス
の

n
Jは、
U5
足
表
明
の
口
司
μ

一
回
政
ム
弘
前
梓
1

／
一
不
可
分
に
民
間
「
る
1

／
一
一
一
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
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こ
の
よ
う
な
プ
レ
ス
の
白
山
市
の

m
A
T
t出
H
Rに
、
ブ

L
ス
の
白
山
は
不
文
の
権
利
か
ら
成
文
の
権
利
へ
と
民
併
す
る
追
を
歩
乙
り

手
干
の
ー
一
山
は

ハー条
d
とか
t
h
R
の
窓
法
い
お
い
に
制
定
で
山

Y
止
さ
れ
】
心
c

主
た
、
従
来
、
ソ
レ
ス
を
仰
い
す
る
道
具
と
許
制

j
1
1
 

1
1
A
l
 

c、

斗＂＇

さ
れ
て
え
一
七
同
盟
ヴ
レ
ス
川
い
は
、
事
前
衿
陪
を
広
め
る
例
外
的
性
昨
併
の
渋
律
に
と
と
ま
っ
た
I
Y

い
う
点
い
お
い
て
、

N
h

／
リ
ノ
川
川
問
問
以

J
9
ベ
一
、
に
プ
レ
ス

σ山
南
を
保
温

9
ゐ
｝
仏
律
の
制
定
の
可
能
糾
れ
は
決
し
て
間
ざ
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
し
心
1r

い
え
よ
、
つ
ヘ

以

ぴう

よ

八
世
紀
末
か
り
一
ん
世
紀
初
訟
の
ど

1
ツ
で
は
、
プ
〆
リ
人
心
凶
作
仁
は
人
権
昨
ひ
と
つ
と
J

て
の
刈
位
L

、
公

見
刷
会
茂
投
ず
る
β

め
の
当
日
市
長
則
の
？
片
山
こ
阿
い

h
d政
治
奈
川
を
確
保
司
る
政
y

訂
的
回
市
内
こ
し
て
の
制
依
が
尚
え
つ
け
り
れ
た
？
日
出

主
義
4
A
H
h
J
f

川
心
ν
し
v

た
こ
の
て
っ
と
ブ
ゴ
λ

の
自
…
叶
引
法
的
保
防
の
法
は
、
同
問
胤
ブ
〆
ス
法
に
一
山
っ
て
断
絶
J

た
わ
け
で
は
な
ノ
＼

B 
A 

八
条
j

川
町
工
作
出
憲
法
を
北
川
泣
「
に
聞
か
れ
て
い
た
。

ド

f
y一川
M
U
m

－
が
ず
ン
ス
を
持
パ
し
ん
と
と
は
事
実
で
あ
る
夕
、
他
方
で
は
プ

レ
ス
カ
円
引
チ
法
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
す
4
d
l
九
円
五
J
軒
H

渇
さ
れ
る
三
さ
で
は
な
い
ロ

何
時
期
に
育
ま
礼
た
プ
レ
ス
カ
円
引
が

汁
柄
本
権
と
し
て
プ
レ
ス
の
当
山
刊
を
定
め
る
ァ
↑
ノ
ン
ク
ノ
ル

f
帝
頂
憲
法
チ
準
備
し
た
の
で
あ
る
り

現
在
の
プ
レ
ス
の
一
U
同
の
も
つ
一

J

一
の
側
出
的
結
符
は
す
で
に
、

九
世
紀
初
頭
の
プ
レ
ス
刀
打
出
の
な
か
に
確
認
で
美
一
る
n

の
日
山
／
権
利
ぃ
L
L
ど
の
開
丙
は
、
啓
蒙

E
M
が
ド
J
y
に
産
み
需
と
し
、

そ
の
憲
法
的
な
保
町
内
を
結
＼
悼
的
に
求
め
る
萌
芽
も

D
R
A

八
条
d
や
々
汁
凶
の
土
L

法
の
な
か
に
見
出
せ
る
〈
第
二
円
、
制
度
的
な
い
内
澄
ー
と

l
て
の
側
白
山
川
、
国
民
の
蛍
は
す
d
M肝
心
叫
す
る
と
め
の
プ

レ
ス
の
犠
能
力
期
待
さ
れ
れ
ん
点
に
そ
の
知
人
械
を
見
る
こ
と
が
て

3
ょ
う
J

プ
レ
ス

ω－
臼
片
は
、
ヴ
f

ノ
マ

1
ル青山寸法、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
帝
国
窓
抗
争
支
え
つ
に
遡
h
ノ

一
北
山
紀
苛d
半
心
川
、
ィ
ツ
に
お
1v
て
そ
の
忌
盤
が
栴
議
さ
れ
た
こ
と
か
明
ら
か
に
な
ワ
九
一
J

・c-

々
九
世
紀
蒲
ア
の
ブ
ゴ
人
的
白
肢
の
！
技
問
吉
、

、
＼
つ
か
の
ノ
ア
ク
タ
！
や
出
足
定
に
誌
づ
き
J
T
V
ん
や
〕
ん
コ
ゾ
〆
ア
パ
の

白
目
い
を
州
出
向
す
る
一
八
条

d
こ
ブ
ン
ス
の
川
町
品
川
今
予
防

F
L川
忠
プ
レ
ス
泣
が
、

ド

f
y
M山
桜
花
田
に
お
い
て
と
の

J
つ
に
ば
り
倣
わ

れ

f

の
y
九
ん
、

ま
た
一
九
開
紀
後
に
お
い
て
プ

Y

ス

そ
の
な
か
で
ブ
ン
ス
の

f
H
3
の
仲
ぷ
あ
る
い
は
制
約
が
い
か
に
展
開
L

J

J

の
か
、

lJ 
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の
日
山
は
ど
の
よ

7
な
展
開
怖
を
見
せ
る
の
か
J
ぃ
、
っ
責
市
民
な
中
間
混
じ
つ
い
て
は
、
訟
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
J

G
」ク
ア
ル
ト
マ
ム

一
一
円
の
七
五
回
L
Y

一川口
J

の
門
山
都
市
か
ら
惜
成
さ
れ
る
同
家
庄
人
己
什
で
あ
る
一

二
の
同
町
”
の
中
止
へ
絞
問
と
J

て
ブ
一
7

J

ド
J
y
向
山
監
は

ワ
ィ
〆
弘
一
括
同
さ
れ
イ
J川川盟
r
k
w
ム山

h
、
け
円
照
加
同
市
レ
作
い
が
一
川
叫
1
1ヲ
乙
九
二
極
ljp此
r
J
H
A－
成
る
入
品
川
設
住
ハ
？
あ
り
、
芯
長
F
h
オ

ス
内
リ
7

か
治
め
た
k

日
間
川
の
一
宮
一
半
辻
M
b
L

る

h
J
Jノ
パ
刊
叩
白
川
約
に
悶
し
こ
は
、

zd一X
L

「
子
」
T
E
C豆
夕
立
二
戸
一
日
去
泊
三

会
ら
ひ
じ
、
一

成
賢
次

近
代
f
r
J
W川
一
山
古
話
料

二
四
五
二
三
ニ
ド
ム

）
ー
ー
ド
イ
ノ
同
市
一
規
約
｜
｜
」
阪
六
法
王
山
二
希
一
号
一

九
九
へ
J

午）

i: it F iツいおけるプしスの円「t1C)成 ＞f とそ c~lr（間 （ l'J 

を
芯
ω
山、せトおっ

（川、

D
B
A

人
4
K
G
の
法
的
刊
絡
を
ダ
ノ
＼
ぺ
て
は
議
前
か
歩J
ゐ。

γ
〆
ピ
ン

J
N
～
は
、

加
え
る
ご

ζ
t
－
こ
の
胤
｛
む
よ
申
？
と
る

y
ロ
ク
ヲ
ム
規
ρ
ずで

m

な
く
、

八
条
仁
川
り
能
川
ー
ヶ
ペ
一
九
の
後
の
炭
山
に
枚
討
を

ー
イ
メ
川
監
の
臣
去
に
ブ
レ
F

の
j一
同
を
保
晴
す
る
い
い
ウ
与
を
ぜ
つ

Mj一

ご
あ
る
と
三
上
恥
ヲ
る
o
rな
2LJ記《
Tv
む
宅
〈

Z
M
E
z
p
m
ψ

主
FVF

そ
れ
に
け
刈
ー
と
「

l

パ
i

は、

）
れ
を
半
な
λ

コ’
U
ゲ
一
ア
ム
凱
｛
に
ュ
も
あ
る

と
M
県
伊
ヘ
オ
る
、
何
回
江
に
ず
2
4
ロ
2
5
F
－Mの
ぐ

R
E
E
F
E
E官
民
－
ロ
丘
に
F
出
仏
戸
店
戸
竺
m
E
f
に
yJ
円
印
戸
M

（
川
一
ぬ
ハ
ナ
物
仁
対
す
る
地
利
が
八
条
d
ト
盛
り
止
ま
れ
と
訪
日
景
ト
ー
一
刊
、
九
世
紀
初
唄
に
投
げ
さ
れ
た
持
活
白
雪
戸
一
八
れ
か
ら
の
倒
き
か
け
ド

あ
コ
た
c

戸
叶
引
い
判
吉
、
凹
阿
育
つ
口
、
主
ら
び
に
を
2
2
5
2
－Y
3
Eミ
「
ア
ヱ
】
戸
市

万
ー
ス
ヘ
リ
f
斗刀ブ
L
ス
や
公
論

f
N川
！
亡
さ
わ
孔
て
μ
叫
r
H川町
C
た
め
っ
た
ぜ
仕
の

U
J
つ
に

3
1
d
m
I
C
 

」
め
凶
が
笹
川
良
川
円
ぷ
L
ふ
る
こ
と
が
ギ

、υ
ハ－げ
と
れ
ゐ
J

刊
？
な
ん
記
長
岐
に
各
ん
、
の
利
，
仕
ヤ
註
併
を
ト
衣
明
要
求
よ
る
、
二
十
ゲ
一
訂
叫
ば
、
出
家
そ
の

U

の
の
町
一
頃
仁
つ
な
が
り
J
J

ね
主
か

た
r

プ
レ
ス
は
口
比
片
的
に
百
一
炉
政
府
の
申
請
内
を
一
父
け
凶
民
灯
、
弘
μ
テ
一
代
戸
A

－v
ゐ
会
池
な
と
も
よ
な
か
う
と
公
論
い
否
定
的
な
4
1
ス
h
H
Y

政
府
の
ん
川
茂
辻
、
子
百
三
L
Z
J
と
二
）

J
出
め
に
町
内
主
L
T
J
M
r

ゼ
よ
ャ

（
仰
一
主
主
F
J
h
N
A
T
C
M
4
h
Z
と↓
F
F
r
三
こ
『
干
の
T

半
、
は
、
十
相
ハ
ハ
山
ノ
シ
ペ
ル
ク
が
ブ
ン
ヨ
ル
ト
や
ン
ブ

b
f
／
的
助
言
を
2
1げ
ん
け
収

Jた
も
の
ご
あ
る
川
年
プ
r

ボ
ー
ト
が
弘
山

Jhj
、
よ
り
広
w
Hな
山
E
ん
の
梓
刊
ιJ
タ
ロ
グ
を
備
え
と
lt
京
で
は
、
砦
［
単
に
主
る
佐
保
九
J
E妻

、
あ
わ
M

Y

一
勺
才
コ
j
i
u
、
プ
レ
ス
山
川

μ
用
は
、
U
J
川
市
中
九
れ
て
い
る
一
同
川
丁
汁
十
一
泊
云
w

（
川
、
（
庁

V
A
2ミ
ク
ロ
2
4
z
p
f乍
〈

2
F
5
5
3奇
矢
一
＝
P
E允
L
2
之
さ
に
E
Z
n
u
x一π一一
E
白川
4
3
3
d
m
ニ
～
と
切
手
：
川
仏
収
ノ
れ
間
訳
〕

1

｛
》
ノ
憲

法
巴
恕
吏
』
（

mm介
思

想

什

、

六

人

民

主

円

H

）
〆
ン
ボ
ル
ト
が
ー
厚
来
れ
l
叱
か
ろ
叶
ぽ
い
と
践
に
～
苧
γ
さ
れ
た
ゾ
ロ
J

J

μ

、一

＋
ノ
ナ
ノ
』
」

ーヘ七、

－T｝
J
T
H

荒
か
ら
は
、
宏
氏
の
白
川
川
を
仲
川
す
る
ご

t
の
み
を
州
北
す
る
方
針
が
見
仁
山
川
れ
る
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一
川
け
）
阿
h
z
R
E
H
L
f
巴
5
7
4
2
r
G
4
印
伝
応
ア
ロ
ペ

h
r
L
r

コ
ト
リ
ア
」
十
九
日
円
高
一
ハ
条

f
h
w
「
行
市
な
法
在
自
E
h
b
2
R
p
h店内

p
z
z一
と
い
う
丈
一
一
は
、
パ

f
ユ
ル
ン
内
裏
ユ
1
h
L
つ
ス
ー
ザ
切
り
な
命
令
た
？
と
小
量
点
何
万
年
ミ
句
史
認
に
と
と
笈
百
合
も
れ
た
「
何
ゲ
ユ

ヘ
円
以
『
オ

1
ス
町
汁
？
と
川
線
に
一
ヘ
州
人
’
F

ヰ
ま
で
立
烹
刊
v

な
か
J

た
y
ロ
｝
イ
げ
｝
ン
は
、
憲
法
で
プ
レ
ス
の
白
出
を
保
障
す
ゐ
ニ
レ
は
な
J

＼

八
一
ー
九
年
二
川
検
問
介
む
を
八
F

、布

T
る

ブ

打

t
f
J
の
前
向
A1
八
戸
）
つ
川
て
は
、
〈
允
2
竺
5
M
m
P
5
2
n
N
2
M
y
d－－
T
E
H三
E
己同町

布
戸
口
山
内

MhrRUJNmsunυμ
｝「込山内
1
勾

的

〔

E
戸戸訟の

M
2戸一回一－口仏令
J
イ

3
5
M（涼一
2
H
M
m℃戸め口戸ず伺可、］
J

↓ω
弘
常
弘
一
『
己
】
勺

2
戸川内巳】】勺｝
μ戸m
p
W
2
4
4
2
H戸お戸内山向戸

ご
ニ
乙
）
2
Z
3
4
（
ユ

J主
主
i
m
V
2
2
一
言
問
ご
1

p

p

一《二一一何一一
η
プ
ミ
一
づ
「
め
こ
ま
一
夫
ス
ご
仏
AP
山
内
二
づ
ぐ
い
白
い
古
川
功
広
れ
川
口
町
、

L7
ぢン出

JいL
L

｝VHC局3
7
c＝句〈一作
ι
日）介
Gfy一「
β

コロロロハ｝小
ιZA
小ι】YU】dd｝HJ
】コ尚一｝山町一

2
u

『勺岡市ん
U
T
一明ddコ
1
2
d
d
p
A
2口
♂
抗
日
匂
一
山
口
百
内

TL4Z内
コ
「
お
コ
一
局
一
ヱ
《
（
句
2Hhdコ
3
日

c、

斗＂＇

13 

一F

－一同記［

ヘ
ー
川
＼
ベ
ル
ク
ト
ハ
ゾ
1
1
7
プ
レ
ス
の
砧
日
と
は
、
台
、
l
M
J
K
在
中
ん
を
一
川
布
i

一
す
る
口
問
に
日
J
9
L
L
Tつ
な
フ
［
ス
の
引
司
仁
川

f
μ
γ
γ
脂：
q
、
ベ
ル
ク
は
、

y
レ
ス
内
航
羽
い
一
判
す
る
捻
三
し
て
、
司
法
シ
ス
ヤ
ム
と
警
察
ど
へ
ア
ム
が
あ
守
シ
」
会
紹
介
す
る
い
p

／
一
主
ノ
、

v

れ
ら
の
ン
ス
テ
ム
の
使

劣
じ
悶
オ
ザ
Q
E印
判
川
町
主
7
t
つ
ご
い
な
い
じ
？
3ARFv一一
2
2
E
2
二
支
コ
3

ロニ
4
4
1
2
3乏
5
5
7
l
d
p
E
m
d
M
～
年
二
時

〔
叶
ハ
）
に
z
－uAUFA引
かI

同HAAF一トロヱ弘明党宍
E
f
H
W
P
F
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ド
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